
決算書掲載頁　209

内
訳

災害時の消防活動に対し、万全の体制で対応できるよう、日常から施設・設備の整備及び維持管理に努める。

施設・車両及び資機材の計画的配備、更新、修理を実施する。

貢
献
度

今
後
の
方
向
性

消防施設・設備を充実する消防・救急救
助安全安心都市

施
策
の
大
綱

消防本部警防課

事業： 消防施設・設備整備管理事業 0474

03

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

02第4章

目

的

総
合
評
価

妥当性

効率性

有効性

施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

消防力の維持、向上に努めた。

A

消防力を維持することで市民の安全安
心を確保できた。

A

A

B

目

標

各種災害対応のための施設、車両、資機材、消防水利を計画的に整備するとともに、万全の維持管理に努める。

事
業
費
・
財
源

事業費

一人あたり

世帯あたり

財
源
内
訳

総コスト

人件費

公債費 評
価
理
由

一般財源

国府支出金

地方債

その他特定財源

243,940

2,184

5,162

81,135

134,952

27,853

56,836

6,324

17,900

75

事業費 81,135

(決算額) (千円) (千円)

(円)

(円)

コ
ス
ト
情
報
・
評
価

所管課

消火栓、防火水槽等消防水利や訓練施設等の保全。

事
業
費
・
財
源

細事業：消防施設・設備管理事業 05事業
優先順位

事業
実施主体

事業開始
年　　　度

根拠
法令

整理
番号

事業費 総コスト

人件費

公債費財
源
内
訳

内
訳

平成25年度 平成24年度 比　較 平成25年度 平成24年度 比　較

目

的

妥当性 効率性 有効性評

価

今
後
の
方
向
性

職員数

再任用職員数

7

直営 平成元年度以前 消防法第20条

既設の消防水利

日常の点検及び早期補修により、耐用年数を延長する。

A A B

一般財源

44,6774,109

39,266

1,302

5.15

0.00

4,109

0

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

消火栓、防火水槽等消防水利及び訓練施設等の点検、補修。
目

標

一人あたり

世帯あたり 945

400

事業費

参
考

4,109

(円)

(円)

(人)

(人)

コ
ス
ト
情
報
・
従
事
職
員
数

その他特定財源

0

0

国府支出金

地方債

1,023

1,023

0

0

0

38,032

35,708

1,301

4.50

0.00

807

337

1,023

3,086

3,086

0

0

0

6,645

3,558

1

0.65

0.00

138

63

3,086



事業：消防施設・設備整備管理事業                                

 消防は多くの施設・車両や資機材を保有し、各種災害に対応している。近年は災害が多種・多様化し、また、大

規模化、複雑化しているため、消防水利の確保、訓練設備や消防車両の近代化、消火資機材、救急資機材、救助資

機材の高度化を図り、計画的に整備し、購入を行っている。また、消防水利などの施設や車両、資機材の保守管理

に努め、有事の際に備えた。 

 

 

     

 

 

 

細事業：消防施設・設備管理事業                                

 消防は緊急時に備え消防水利として、消火栓２，０４８基、防火水槽２７４基を保有している。それらを計画的

に修理し、常に使用できるよう維持管理に努めている。また、訓練施設の整備や補修、消耗品の購入などを行い、

維持管理に努めた。 

 

 

    

消火栓本体更新              消火栓標識板 

 

 

 

 


